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研究員　研 究 業 績 一 覧
（2012 年 4 月～ 2013 年 3 月）
大 学　 子 ど も 学 部 子 ど も 学 科
―― 学　　　長 ――
汐　見　稔　幸（教育学）
（著書）
1 . 『この「言葉がけ」が子どもを伸ばす！』　 
単著　2012.10　PHP研究所
2 . 『保育学を拓く～「人間」と「文化」と「育
ちの原点」への問いが響き合う地平に』 
汐見稔幸 [ 監著 ]　木村歩美 [ 編著 ]　
篠原欣子，佐藤綾子，木村 仁，岩井沙弥花，
松永輝義，若盛正城 [ 共著 ]
2012.11　萌文社
3 . 『福祉教科書　保育士完全合格テキスト　上　
2013 年版』　監修　2012.12　翔泳社
4 . 『福祉教科書　保育士完全合格テキスト　下　
2013 年版』　監修　2012.12　翔泳社
5 . 『保育士をめざす人の本　'13 年版』　監修　
2013.3　成美堂出版
＜学会・社会的活動＞
・ 日本教育学会常任理事
・ 臨床育児・保育研究会　主宰
・ 日本保育学会理事
・ NPO法人あいぽーと理事
・ 子ども環境学会副理事
・ 日本赤ちゃん学会理事
・ 家庭教育支援の推進に関する検討委員会委員
・ 学校法人東京シューレ学園　東京シューレ葛飾
中学校理事
・ 放送倫理・審査向上機構　放送と青少年に関す
る委員会委員
な歌が歌われているか～アンケートの集計と
考察～　平成 24 年 10 月　白梅学園団学短
期大学　教育福祉研究センター発行「研究年
報」第 17 号  研究ノート　P40 ～ 46
＜学会・社会的活動＞
・ 杉並区Ｗ幼稚園教員への音楽指導と質疑応答　
平成 24 年８月 30 日　園内研修講師
・ 日本保育学会
・ 日本音楽教育学会
・ 日本音楽学会
・ 日本音楽療法学会
・ 日本声楽発声学会
・ 日本赤ちゃん学会
・ 日本音楽著作権協会（作曲部門）　準会員　
・ 日本ハンドベル連盟
金　子　尚　弘（心理学）
＜学会・社会的活動＞
・私立大学情報処理教育協会FD 情報技術講習会
委員会委員
・私立大学情報処理教育協会 IT 活用委員会心理
学部門委員
・財団法人社会教育協会理事
・財団法人嬉泉評議員
・社会福祉法人黎明会苦情解決委員会委員長
倉　澤　壽　之（心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理学会
・ 日本応用心理学会
・ 日本社会心理学会
・ 日本教育工学会
近　藤　幹　生（保育学）
（著書）
秋　山　治　子（音楽学・幼児音楽教育）
（学術論文）
1 .  今，都内の幼稚園・保育園（所）でどのよう
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1 . 『教育課程・保育課程を学ぶ』　共著 
2012 年 4 月　ななみ書房
（学術論文）
1 . 「子ども子育て新システムと保育実践・子育
て支援の課題」　単著　2012 年 4 月　『子ど
もの文化』　2012 年 4 月号　子どもの文化研
究所　一声社
2 .  査読付論文「保育園『改革』のゆくえと人間
をとらえる視点」　単著　2012 年 5 月　『総
合人間学６』2012 年 5 月　総合人間学会　
学文社
（その他）
1 . 「市場化される子育てと保育」　単著　2012
年 5 月　『世界』2012 年 5 月号　岩波書店
2 . 「保育者にすすめたい，とっておきの本」 
単著　2012 年 11 月　『現代と保育』84 号　
ひとなる書房
3 .  [ 研究報告 ]「実践をつなぐ保育内容学の創造
をめざす−保育を研究対象とする意味と責任
を考える」　共同　2012 年 5 月　日本保育学
会第 65 大会自主シンポジウム
4 .  [ 研究報告 ]「幼児教育：『遊びを通して』の
意味を問う」　共同　2012 年 12 月　日本乳
幼児教育学会第 22 回大会ラウンドテーブル
5 .  [ 講演 ] 埼玉県富士見町私立保育園研修会　
2012.4
6 .  [ 講演 ] 長野県中信地区幼稚園協会　静岡県
下田市私立保育園研修　杉並区私立保育園研
修　2012.6
7 .  [ 講演 ] 豊島区私立保育園研修会　2012.9
8 .  [ 講演 ] 埼玉県上尾市保育園研修　2012.10
9 .  [ 講演 ] 武蔵野市労組研修会　長野県私立保
育園研修会　2012.11
10.  [ 講演 ] 世田谷区私立保育園研修会　2013.1
11.  [ 講演 ] 江戸川区労組研修会　2013.2
12.  [ 活動 ] 東村山市保育所あり方検討会会長　
2012.10
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本教育学会
・ 関東教育学会
・ 幼児教育史学会
・ 日本ペスタロッチ・フレーベル学会
・ 総合人間学会，保育内容学会（準備会）
・ OMEP日本委員会
・ 保育研究所会員
佐　々　加代子（児童学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本音声言語医学会
・ 日本特殊教育学会
・ 日本心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本語教育学会
・ 日本ストレス学会
・ 日本応用心理学会
・ 日本教育工学会
・ 言語障害児・者の相談治療活動
・ 乳幼児の発達相談活動
・ 小平市保育士研修講師「質の高い記録の取り方」
・ 東大和市公民館パパ講座講師「絵本の読み聞か
せ」
・ 江戸川区立清新第一小学校言葉の教室専門家診
断
・ 江戸川区難聴・言語障害教育授業研究講師
「音声と仮名文字の対応に課題のある児童の評
価と指導」
・ ファミリー・サポート・センター・講習会講師
東京都千代田区，昭島市，武蔵村山市，東村山
市，　国分寺市，埼玉県入間市
・ 武蔵野市子育て支援講座講師
・ NPO 法人ひまわりママ子育て支援サポーター
養成講座講師
・ ころころの森ジュニアサポーター養成講座講師
・ 特別支援サポーター育成講座講師「障害児との
コミュニケーション」
・ 白梅学園内子育て広場紅茶の会主幹
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・ 言語・発達臨床相談（0 歳児から青年期まで）
・ 保育園，幼稚園からの要請による子どもの発
達・臨床相談
髙　田　文　子（教育学）
（著書）
1 . 『子どもの心によりそう保育・教育課程論』
共著　2012　福村出版
（その他）
1 .  [ 講 師 ] 幼 い 子 の い る 親 の た め の 教 室　
2012.10 ～ 2013.3　全 15 回　国分寺市本多
公民館
2 .  [ 講師 ] 教員免許状更新講習小免コース選択
講習講師 ( 白梅学園大学 )　2012.8
3 .  [書評 ]竹内通夫著『戦後幼児教育問題史』（『日
本幼児教育史研究』第７号）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本教育史学会
・ 幼児教育史学会監事
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本教育史研究会
長谷川　俊　雄（社会福祉）
（その他）
1 .  東京都中部総合精神保健福祉センター『ここ
ろの健康だより』（2012.6.29）「思春期の生
きづらさに向き合うための視点」
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ 日本医療社会福祉学会
・ 日本精神障害者リハビリテーション学会
・ 日本精神保健福祉学会
・ 神奈川県社会福祉協議会　日常生活自立支援事
業契約締結審査会委員長
・ 小平市地域保健福祉推進会議　委員長
・ 愛知県ひきこもり E メール相談事業　監修責
任者
・ 東京都中部総合精神保健福祉センター　思春期
青年期相談援助事業・アディクション相談援助
事業　スーパーバイザー
・ 川崎市児童相談所（中央・中部・北部）スーパー
バイザー
・ 川崎市高津区役所・保健福祉センター　児童家
庭課　スーパーバイザー
・ 愛知県ひきこもり支援対策協議会　委員
・ NPO 法人つながる会代表理事
・ NPO 法人フリースペースたまりば　副理事長
・ 講演・研修講師　多数
平　賀　明　彦（日本近現代史）
（学術論文）
1 . 「２分法的平和分析の再検討」白梅学園大学 
短期大学 教育・福祉研究センター『年報』
１７号（２０１２年１０月）
2 .  昭和恐慌回復過程での農工間格差と農業基
盤への影響」白梅学園大学 短期大学『紀要』　
４９号（２０１３年３月）
＜学会・社会的活動＞
・ 歴史学研究会
・ 歴史科学協議会
・ 日本史研究会
・ 政治経済学・経済史学会
・ 歴史学会
・ 新潟県史学会
・ 新潟県南魚沼郡六日町町史編纂委員会委員
松　本　園　子（保育・児童福祉学）
（著書）
1 . 『子どもと家庭の福祉を学ぶ』　共著 
2013.3　ななみ書房
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本社会福祉学会
・ 社会事業史学会
・ 日本子ども虐待防止学会
・ 東京社会福祉史研究会
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村　田　　　務（健康教育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本学校保健学会
・ 日本小児保健学会
・ 日本体育学会
・ 日本保健医療行動科学会
・ 保健教材研究会
・ 日本健康教育学会
・ 日本公衆衛生学会
・ 日本教育保健学会
・ 日本保育園保健協議会
師　岡　　　章（保育学）
（著書）
1 . 『保育者のための教育と福祉の事典』（建帛社　
分担執筆）
2 ． 『食育と保育−子どもの姿が見える食育の実
践』（メイト　単著）
3 ． 『キューピーちゃんの　やさいばたけで　か
くれんぼ』（フレーベル館　監修）
4 ． 『よくわかる　NEW保育・教育実習テキス
ト−保育所・施設・幼稚園・小学校実習を充
実させるために　改訂第 2版』（診断と治療
社　編著）
5 ． 『改訂１版　新 保育士養成講座第８巻　子ど
もの食と栄養』（全国社会福祉協議会　共著）
（学術論文）
1 . 「全国の保育所における給食の外部委託・外
部搬入の実態と課題−厚生労働省「保育所に
おける食事の提供ガイドライン作成に向けた
アンケート調査」の結果から」
『現代と保育』84 号　ひとなる書房　単著
（その他）
1 ．「月のおやつ」（指導）『キンダーブックじゅ
にあ』( 第９集第１～ 12 編 )　フレーベル館
2 . 「げんきにぱくぱん」（指導）『キンダーブッ
ク１』( 第 26 集第１～ 12 編 )　フレーベル
館
3 . 「しょくいく」（指導）『キンダーブック２』( 第
49 集第１～ 12 編 )　フレーベル館
4 . 「チャレンジしょくいく」（指導）『キンダー
ブック３』( 第 67 集第１～ 12 編 )　フレー
ベル館
5 . 「職員と一緒に食育講座　第 1～ 12 回」『保
育ナビ』( 第 3 巻第 1～ 12 号 )　フレーベル
館
6 . 「保育者同士の良い関係を築くために　No.1
～ 12」『月刊健』( 第 41 巻第 1 ～ 12 号 )　
日本学校保健研修社
7 . 「0 ～ 5 歳児保育園　3 ～ 5 歳児幼稚園　異
年齢　月案・保育資料」（監修）『保育のひ
ろば　保育の計画』( 第 33 巻第１～ 12 号 )　
メイト
8 . 「保幼小の連携のとらえ方・すすめ方」『幼年
教育』166 号　全国幼年教育研究協議会
9. 「緊張の糸がゆるみ，生活リズムが乱れる５
月　ケガや病気なども増えがちです−この時
期を乗り越えるための「４つの配慮」とは
･･･ ？」『月刊健』( 第 41 巻第 2号 )　日本学
校保健研修社
10. 「誌上カウンセリングQ&A　ベテラン栄養士
との連携がとりくにい！−専門性や園内での
立場を踏まえ，よい関係づくりを」『保育ナ
ビ』( 第 3巻第 3号 )　フレーベル館
11. 「たべものずかん」（監修）『キンダーブック
３』特別付録 ( 第 67 集第４編 )　フレーベル　　
館
12. 「保育者のこころを豊かにする 12 の方法　
Case ５　スポーツ観戦・実践」『保育ナビ』
( 第 3巻第 5号 )　フレーベル館
13. 「保育の中の教育とは」『広報』（第 221 号）
東京都公立保育園研究会
14. 講演等は多数のため省略
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本教育学会
・ 日本教育方法学会
・ 日本乳幼児教育学会
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・ 日本カリキュラム学会
・ 日本子ども社会学会
・ 日本栄養改善学会
・ 幼児教育史学会
・ 日本保育学会『保育学研究』編集協力委員
・ 日本乳幼児教育学会『乳幼児教育学研究』編集
協力委員
・ 国分寺市立保育園運営受託法人選定委員会専門
部会助言者
佐　藤　正　志（小学校教育・教育経営）
（著書）
1 .  検定クイズ「義務教育の社会」　　監修
２０１２．７　徳間書店
（その他）
1 .  苦手を得意に変える論作文　　　連載
２０１２．４～８　月刊「教職課程」
2 .  新任教員が担任する学級への支援　　単著　
２０１２．５　月刊「教職研修」
3 .  学 校 運 営 組 織 の 改 善　　　　　 単 著　
２０１２．６　「週刊教育資料」Ｎｏ１２０９
4 .  教 員 の 多 忙 感 の 解 消 に 向 け て　 単 著　
２０１２．９　「週刊教育資料」Ｎｏ１２２０
5 .  情報化社会への対応　　　　　　　　　単著
2０１２．11「週刊教育資料」Ｎｏ１２３１
6.  様 々 な 職 層 を 生 か す 学 校 運 営　 単 著　
２０１３．３　「週刊教育資料」Ｎｏ１２４３
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会科教育学会
・ 全国社会科教育学会
・ 日本学校図書館学会理事　兼研究委員長
・ 町田地方史研究会，町田の地名編集委員
・ 一水教育研究所調査資料作成部長
・ 東京教育研究所主任研究員
成　田　弘　子（メディアリテラシー教育）
＜学会・社会的活動＞
・ 蕨市男女平等推進市民会議会員
・ NPO法人子どもとメディア会員
・ 「子どもとメディア関東」事務局
・ さいたま教育文化研究所幼年教育研究委員会代
表
・ 「子ども白書」子どもとメディア領域編集委員
市　川　奈緒子（発達臨床学）
（著書）
1 . 「児童生徒理解のための教育心理学」　共著　
2013 年　ナカニシヤ出版　古屋喜美代・関
口昌秀・荻野佳代子編
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会会員
・ 日本発達障害学会会員
・ 日本教育心理学会会員
・ 臨床発達心理士会会員
・ 臨床心理士会会員
・ 小平市教育委員会公立小中学校チーフ巡回相談
員
・ 小平市教育委員会特別支援教育専門委員
・ 社会福祉法人正夢の会 非常勤職員
首　藤　美香子（児童文化論・比較保育教育学）
（学術論文）
1 .  Childhood Studies における『子ども政策』
研究の意義と課題　単著　平成 24 年 10 月　
白梅学園大学・短期大学　教育福祉研究セン
ター　年報第 17 号　　pp.56-63
2 . 『子どもの日』の社会史試論　単著　平成 25
年３月 15 日　白梅学園大学・短期大学紀要
第 49 号　pp.1-15
（その他）
1 .  [ 報告 ] 世界の子ども政策から学ぶⅡ 
平成 24 年度　白梅学園大学教育福祉研究セ
ンター　子ども学講座
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 幼児教育史学会
・ 日本子ども学会
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増　田　修　治（臨床教育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本カリキュラム学会
・ 日本教育実践学会
・ 日本安全教育学会
・ 日本教師教育学会
・ 日本標準教育研究所理事
・ 板橋区保育園　園内継続研究指導員
・ 奈良教育大学先端的教職科目体系のモデル開発
プログラム委嘱研究員（2013 年 3 月まで）
・ 江戸川区立西一之江小学校　校内研究講師
・ 福生市立福生第五小学校　東京都委嘱研修講師
・ 日本個性化教育学会
・ アメリカ教育学会
松　永　静　子（保育学）
（著書）
1 .  最新保育講座６　保育方法・指導法　編著 
ミネルヴァ書房
2 .  保育・教育ネオシリーズ　保育内容　健康 
編著　同文書院
3 .  家庭的保育の基本と実践　編著　福村出版
（学術論文）
1 .  乳児保育室の空間構成と「子どもの行為及び
保育者の意識」の変容　保育学研究 
第 50 巻　第 3号　2012 年
（汐見稔幸　村上博文　松永静子　保坂佳一
志村洋子）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 日本乳幼児教育学会
・ こども環境学会
・ 臨床育児保育研究会（機関紙エデュカーレを発
行）
石　川　衣　紀（小学校教育）
（著書）
1 . （翻訳）日本特殊教育学会（前川久男・尾崎
久記・高橋智）訳編『障害百科事典』全 5巻　
丸善出版　分担執筆
（学術論文）
1 .  石川衣紀（2012）戦前における鈴木治太郎
の「適能教育」論の研究―子どもの「生活と
教育の貧困」と特別な教育的配慮のシステム
開発―　博士（教育学）学位論文　東京学芸
大学大学院連合学校教育学研究科
2 .  髙橋智・田部絢子・石川衣紀（2012）発達
障害の身体問題（感覚情報調整処理・身体症
状・身体運動）の諸相―発達障害の当事者調
査から―　『障害者問題研究』第 40 巻 1 号　
pp.34-42　全国障害者問題研究会
3 .  石川衣紀・髙橋智（2013）20 世紀初頭大阪
の小学校教育の実相と鈴木治太郎の「個性の
差」に応じた教育実践―大阪府師範学校附属
小学校「特別教室」の実践を中心に―　『東
京学芸大学紀要総合教育科学系Ⅱ』第 64 集　
pp.87-100
4 .  石川衣紀・髙橋智（2013）明治期の「個性」「個
性教育」論の動向と鈴木治太郎の「個性の差」
に応じた教育実践 ―大阪府師範学校附属小
学校「特別教室」を中心に―　『白梅学園大
学・短期大学紀要』第 49 号　pp.17-29
（学術発表）
1 .  石川衣紀・髙橋智（2012）戦前における鈴
木治太郎の「適能教育」論の研究―子どもの
「生活と教育の貧困」と特別な教育的配慮の
システム開発―　第 108 回発達科学研究交
流会，茨城県女性プラザ・鹿行生涯学習セン
ター「レイクエコー」
2 .  石川衣紀・髙橋智（2012）20 世紀初頭の小
学校における「成績不良児」問題と特別学級
設置奨励（文部省訓令第 6号）　『日本発達障
害学会第 47 回研究大会発表論文集』，p.53，
横浜国立大学
3 .  石川衣紀・髙橋智（2012）20 世紀初頭大阪
の小学校教育の実相と鈴木治太郎の「個性の
差」に応じた教育実践―大阪府師範学校附属
小学校「特別教室」を中心に―　『日本教育
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学会第 71 回大会発表要旨集録』　pp.206-207　
名古屋大学
4 .  石川衣紀・髙橋智（2012）明治期の「個性」
「個性教育」論の動向と鈴木治太郎の「適能
教育」論　『日本特殊教育学会第 50 回大会
発表論文集』　P2-N-1，筑波大学
5 .  石井智也・石川衣紀・髙橋智（2012）市長・
後藤新平と東京市の教育救済事業―関東大震
災前の東京市における貧困児童・不就学問題
と教育救済―　『日本特殊教育学会第 50 回
大会発表論文集』　P2-P-10，筑波大学
6 .  石川衣紀・髙橋智（2012）戦前の師範学校
附属小学校における特別な教育的配慮の実
践―鈴木治太郎と大阪府師範学校附属小学校
「特別教室」を中心に―　『平成 24 年度日
本教育大学協会研究集会発表概要集』　p.225　
鹿児島大学
7 .  石川衣紀・髙橋智（2012）日本特別学級史
研究の動向と課題―戦前期特別学級の再検討
―　『日本特別ニーズ教育学会第 16 回研究
大会発表要旨集録』　高知大学
8 .  石井智也・石川衣紀・髙橋智（2012）関東
大震災前の東京市における小学校教育改善事
業と特別学級編制―東京市視学本田親二と林
町小・太平小の特別学級を中心に―　『日本
特別ニーズ教育学会第 16 回研究大会発表要
旨集録』　高知大学
9 .  ISHIKAWA, I., and S. TAKAHASHI 
(2012) Special Educational Considerations 
in the Elementary School Affiliated with 
the Normal School in the Prewar, The 
7th International Symposium on Teacher 
Education in East Asia―Quality Assurance 
of University-based Teacher Education in 
East Asia― , p.157.
10.  I SH I I ,   T . ,   I .   I SH IKAWA ,   a n d   S . 
TAKAHASHI  (2012) A Historical  Study 
on Educational Relief Works  and Special 
Classes Organization by Tokyo City Division 
of Education  in  1920s-Around  the Great 
Kanto Earthquake  of  1923  and Disaster 
Reconstruction, The  7th  International 
Symposium on Teacher Education  in East 
Asia―Quality Assurance of University-based 
Teacher Education in East Asia― , p.156.
11. 石川衣紀・髙橋智（2012）日本特別支援教
育理論史研究序説―東京・大阪の特別学級編
制を中心に―　日本発達障害支援システム学
会 2012 年度研究セミナー・研究大会　順天
堂大学
12. 石川衣紀・髙橋智（2013）戦前における鈴
木治太郎の「適能教育」論の研究―子どもの
「生活と教育の貧困」と特別な教育的配慮の
システム開発―　第 110 回発達科学研究交
流会　潮来ホテル
＜学会・社会的活動＞
・ 日本教育学会
・ 日本特殊教育学会
・ 日本特別ニーズ教育学会
・ 日本発達障害学会
・ 社会事業史学会
・ 東京社会福祉史研究会
・ 日本発達障害支援システム学会
・ 日本社会福祉学会
・ 日本教育史学会
・ 教育史学会
五十嵐　元　子（発達臨床心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会
・ 日本保育学会
  NPO法人保育支援センター理事
大学　子ども学部発達臨床学科
久保木　寿　子（日本文学）
（その他）
1 .  [ 項目執筆 ]「うつほ物語の和歌と散文」 
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うつほ物語大事典　共著　平成 25 年２月　
勉誠出版　pp470-476
＜学会・社会的活動＞
・ 日本文学協会
・ 中古文学会
・ 和歌文学会
・ 全国大学国語国文学会
・ 和漢比較文学会
・ 早稲田大学国文学会
多喜乃　亮　介（心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理学会
・ 日本生理心理学会
・ 日本体育学会
・ 日本臨床神経生理学会
・ 日本睡眠学会
・ 都立小平西高等学校運営連絡協議会委員
・ 都立小平西高等学校運営連絡協議会評価委員
西園 マーハ 文（精神医学）
（著書）
1 . 「摂食障害治療ガイドライン」作成委員会 :
代表 ; 中井義勝，永田利彦，西園マーハ文
編 . 摂食障害の治療ガイドライン . 医学書院　
2012
2 .  西園マーハ文 : 摂食障害，睡眠障害 . 精神医
学テキスト（上島国利他編）p196-202　南
江堂　2012
3 .  西園マーハ文 : 摂食障害 . 一般診療科医と精
神科医のメンタルヘルス連携ハンドブック
（水野雅文編）p27-34　東京都福祉保健局　
2012
4 .  西園マーハ文 : パーソナリティ障害 .　一般
診療科医と精神科医のメンタルヘルス連携ハ
ンドブック（水野雅文編）p35-39　東京都
福祉保健局　2012
5 .  西園マーハ文 : 初期対応 .　 摂食障害治療ガ
イドライン（「摂食障害治療ガイドライン」
作成委員会 : 代表 ; 中井義勝，永田利彦，西
園マーハ文編）p53-56　医学書院　2012
6 .  西園マーハ文 : 治療選択の基準と手順 . 摂食
障害治療ガイドライン（「摂食障害治療ガイ
ドライン」作成委員会 : 代表 ; 中井義勝，永
田利彦，西園マーハ文編）p58-64　医学書
院　2012
7 .  西園マーハ文 : セルフヘルプ援助 .　摂食障
害治療ガイドライン（「摂食障害治療ガイド
ライン」作成委員会 : 代表 ; 中井義勝，永田
利彦，西園マーハ文編）p73-79　2012
8 .  西園マーハ文 :　摂食障害 . 関連の深い疾
患 . 子どもの強迫性障害診断・治療ガイドラ
イン（齊藤万比古 , 金生由紀子編）p148-151　
星和書店　2012
（学術論文）
1 .  西園マーハ文 : 摂食障害が”治る”とは？ -
摂食障害の経過と予後 . 摂食障害Update- 研
究と診療の最前線 . 医学あゆみ 241(9) 737-
742　2012
2 .  西園マーハ文：摂食障害と抑うつ . 気分障害
の治療ガイドライン新訂版，精神科治療学増
刊号　 373-377　 星和書店　 2012
3 .  西園マーハ文：治療総論 . 摂食障害治療に
取り組むⅡ .  精神科治療学 27: 1393-1398　
2012
4 .  林公輔 , 西園マーハ文：摂食障害治療に取り
組むⅡ . 精神科病院における摂食障害の治
療 . 精神科治療学 27: 1453-1458　2012
（専門職向け講義）
1 .  西園マーハ文 : 地域における産後メンタルヘ
ルスの援助 . 保健師研修会 . 千葉県長生健康
福祉センター　茂原 [2012/07/23]
2 .  西園マーハ文 : 産後うつ病の事例検討と解
説 . 保健師助産師研修会 . 中央区保健所，中
央区 [2012/09/24]
3 .  西園マーハ文：地域における産後メンタ
ルヘルスの実践 . 多摩市立健康センター
[2012/11/20]
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本公衆衛生学会　山口 [2012/10/24]
・ 西園マーハ文 :　神経性無食欲症として治療困
難であったが，自閉症スペクトラムの診断告
知が有効であった一例 . 症例検討 02[ 司会 / コ
メント ] 第 53 回日本児童青年精神医学会総会　
東京 [2012/10/31]
福　丸　由　佳（家族心理学・発達臨床心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会
・ 日本心理臨床学会
・ 日本家族心理学会
・ 日本心理学会
・ 日本家族研究・家族療法学会
・ 日本母性衛生学会
・ 日本臨床発達心理士会
・ 神奈川県臨床心理士会
・ 東京都臨床心理士会
・ American Psychological Association
・ American Association for Marriage and Family 
Therapy
堀　江　まゆみ（発達障害学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本特殊教育学会
・ 日本生理・心理学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本心理学会
・ 日本発達心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本発達障害学会
・ 特別なニーズ教育とインテグレーション学会
・ 発達障害療育研究会事務局長
無　藤　　　隆（発達心理学）
（著書）
1 .  発達と支援　共著　平成 24 年 5月　新曜社
2 .  脳科学革命　脳と人生の意味　共著 
平成 25 年 1月　新曜社
4 .  西園マーハ文：地域における産後メンタルヘ
ルス～ EPDS を活用した発見と援助～三鷹
市保健センター [2012/12/19]
5 .  西園マーハ文：摂食障害の治療におけるガイ
デッドセルフヘルプの考え方 . 慶應義塾大学
病院精神科専修医専門講義　慶應大学病院
［2013/01/16］
6 .  西園マーハ文 : 地域におけるメンタルヘルス
[ 講義とコメント ]. 保健師助産師研修会 . 中
央区保健所，中央区 [2013/01/21]
7 .  西園マーハ文：産後メンタルヘルスとその支
援 . 八王子市保健師助産師研修会八王子市大
横保健福祉センター [2013/02/13]
8 .  西園マーハ文：要支援家族の発見と支援 . 北
区保健師助産師訪問指導員研修会 . 北区滝野
川会館 [2013/03/04]
（その他）
1 .  [ 取材 ] 西園文：専門医発 . 摂食障害「治
療」への道 .100-101. 学研 FYTTE　4 月号　
2012
＜学会・社会的活動＞
・ 西園マーハ文：摂食障害治療のための理想的な
外来治療とは . パネルディスカッション 1「摂
食障害の外来治療を考える」第 12 回日本外来
精神医療学会 . 東京 [2012/07/07]
・ 前田拓郎，入來怜香，林公輔，西園マーハ文，
三村將 :　肥満恐怖を伴わない神経性無食欲症
の 1 例 . 第 95 回東京精神医学会学術集会 . 東
京［2012/07/14］
・ 西園マーハ文 :　チーム医療‐BNの入院チー
ム医療‐ 群馬病院での試み‐ 第 16 回日本摂
食障害学会・学術集会 , 東京【コーディネー
ター】[2012/10/06]
・ 西園マーハ文 : 教育研修 . 我が国の摂食障害の
診療・研究専門施設のありかたについて . 第
16 回日本摂食障害学会 , 東京 [ 2012/10/07]
・ 山田万里 , 神楽岡澄 , 福内恵子 , 狩野千草 , 西
園マーハ文 : 新宿区における乳児をもつ母親の
震災前後での産後うつ状態について第 71 回日
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（学術論文）
1 .  育児における「語りかけ」，「歌いかけ」の大
切さ−養育者・保育者と乳幼児間の音声相互
作用の視点から−　共著　平成 24 年 
思春期青年期精神医学 JSAP　vol.21 No.2
2 .  175 子どもの成長発達をめぐる諸問題（上）　
単著　平成 25 年 3月  家庭裁判月報　第65
巻第 3号
（その他）
1 . ［新聞掲載］・高コスト，育休切り上げ増加　
2012 年 12 月 23 日　読売新聞（朝）「０歳児
保育」見直す動き
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理学会
・ 日本発達心理学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本乳幼児教育学会理事
・ 日本質的心理学会
・ 日本生活科・総合的学習教育学会
・ 文部省・教育研究開発評価協力者
・ 文部科学省・中央教育審議会教育課程部会委員
・ 日本学術会議連携会員
小保方　晶　子（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理臨床学会
・ 日本発達心理学会
・ 日本犯罪心理学会
・ 日本質的心理学会
・ 日本臨床心理士会
・ 日本心理学会入会
・ 日本教育心理学会
・ American Psychological Association
・ 日本家庭科教育学会
・ 府中市教育委員会学校評価委員
佐久間　路　子（発達心理学）
（学術論文）
1 .  佐久間路子・瀧口優・草野篤子・小松歩 (2012) 
「子育て広場特論」を通しての学生の学びと
課題 『研究年報』（白梅学園大学・短期大学
教育福祉研究センター） 17　47-53
2 .  佐久間路子 (2012)　児童期中・後記におけ
る自己の評価的側面の発達 : コンピテンスと
の関連に着目して　『白梅学園大学・短期大
学紀要』 49　61-68.
（その他）
1 .  平成 24 年度教員免許状更新講習幼免コース
選択講習講師（白梅学園大学 2012 年 8 月）
2 .  第 14 回生活の中のカウンセリング−発達臨
床心理学の最前線−講師（2012 年 9 月）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本発達心理学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本心理学会
・ 日本乳幼児教育学会
・ 日本質的心理学会
・ 日本保育学会
・ 日本子ども社会学会
・ 日本臨床発達心理士会
杉　山　貴　洋（造形教育学）
＜学会・社会的活動＞
・ こども環境学会
・ 全国大学造形美術教育教員養成協議会
・ 浦安市こども発達センター芸術療法コース講
師
・ 船堀中央保育園，南砂さくら保育園，白河かも
め保育園造形ワークショップ講師
〈講演〉
・ 第７回こども環境学会活動賞受賞記念講演「障
がいのある子どもと造形ワークショップと障が
いのある子もない子も演劇ワークショップ」（こ
ども環境学会）
・ ドイツの子ども主体の「学びの工房」と「子ど
もにやさしいまち」（公益社団法人こども環境
学会）
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8 . ［講師］白梅幼稚園　「園内研修・食育」　
2013 年 3 月
9. ［ 講師］第 11 回  全国小児栄養研究会　　 
2013 年 3 月　「幼稚園教諭免許状を有する者
の保育士資格取得における子どもの食と栄養
の扱い」　「公立保育所における３歳未満児給
食の外部搬入方式の容認事業について」
10. 「発表」私立大学戦略的研究基盤形成支援事
業プロジェクト中間報告会　2013 年 3 月
＜学会・社会的活動＞
・ 日本小児保健学会
・ 日本保育園保健学会
・ 日本栄養士会
・ 日本栄養改善学会
・ 全国小児栄養研究会（運営委員）
・ 日本公衆衛生学会
・ 日本家庭科教育学会
・ 日本栄養士会　研究・教育協議会研究運営部委
員
福　島　　　円（臨床心理学）
（その他）
1 .  麻生典子，福島里美，福島円，佐藤恵美子，
宮崎初枝，2012，地域の虐待予防における
多職種の役割 ―事例を通して協働の意義を
考える―，日本発達心理学会第 23 回大会，
50．
＜学会・社会的活動＞
・ 日本心理臨床学会
・ 日本トラウマティック・ストレス学会　
・ 日本コミュニティ心理学会　
・ 日本学生相談学会　
・ 日本カウンセリング学会　
・ 日本家族心理学会 
・ 東京都美術館：アクセスプログラム実践講座 
「チームワークとアクセシビリティー」「障が
い理解と特別鑑賞会」「とびラーのアクセシビ
リティー」「杉先生物語」（東京都美術館）
・ 「障がいのある子どもの絵画指導」「障がいのあ
る子どものレクリエーション」（社会福祉法人
武蔵野会 すぎな愛育園）
・ 「美術と介護予防について」（小平市健康福祉部
介護福祉課）
・ 「Formal × Informal Learning  : ワークショッ
プで何ができるNOか？」（科学研究費補助金
『アート・多文化・伝統・身体・メディアを活
用する表現と協同の創発的な学びの場の開発』）
・ 「人気のワークショップつくり方講座」（神奈川
県三浦市市民活動活性化研修まちカル・カレッ
ジ）
林　　　　　薫（小児栄養学）
（その他）
1 . ［報告書］文部科学省戦略的研究基盤形成事
業　「幼稚園と小学校の連携に関する調査研
究」( 研究代表 )　2012 年 3 月
2 . ［講演］ 秋田県教育委員会　「子どもの育ちと
食」　2012 年 6 月
3 . ［掲載］ 臨床育児・保育研究会　「エデュカー
レ７月号」　2012 年 7 月
4. ［講師］地域交流研究センター　「食と科学
ワークショップ」 　2012 年 8 月
5. ［講師］地域交流研究センター「クッキング
ワークショップ（８回）」　2012 年 9 月～ 12
月
6 . ［学会発表］第 16 回日本健康福祉政策学会 
2012 年 11 月　「地域交流活性化システムづ
くりに関する研究 -大学附属幼稚園を拠点と
したクッキングワークショップを通して−」
7 . ［学会発表］第 16 回日本健康福祉政策学会
2012 年 11 月       
「地域交流センターを活用した科学ワーク
ショップによる遊びと学びの展開」
大学　家族・地域支援学科
小　林　美由紀（医学・小児科学・小児保健学・
小児血液腫瘍学）
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（著書）
1 . 『保育士完全合格テキスト 2013 年度版』　　
単著　2012.12　翔泳社
2 . 『これならわかる！　子どもの保健演習ノー
ト　子育てパートナーが知っておきたいこと』　
単著　2013.2　診断と治療社
（その他）
1 . ［講演］ 「子どもの健康について」国分寺
市ファミリーサポートセンター 2012.5，
2012.10，2013.2
2 . ［講演］ 「子ども病気と症状」中野区ファミ
リー・サポート事業 2012.6，2012.11
3 . ［講演］ 「保育園で多い感染症の園での対応に
ついて」府中市私立保育園研修会 2012.9
4 . ［講演］ 「医学的にみた特別支援教育のあり
方」三市連携特別支援教育講座 2012.11
5 . ［講演］ 「子どもの感染症と予防」和光市みな
み子育て支援センター 2012.11
6 . ［講演］ 「冬の感染症～おなかにくる風邪～」
中野区ファミリー・サポート事業 2012.12
＜学会・社会的活動＞
・ 中野区ファミリー・サポート事業　医療アドバ
イザー
・ 骨髄移植調整医師
・ 医療事故相談センター　アドバイザー
・ 日本小児科学会
・ 日本小児保健学会
・ 日本小児血液学会
・ 日本小児がん学会
・ 日本血液学会
・ 日本臨床血液学会
・ 日本造血細胞移植学会
・ 日本緩和医療学会
・ 日本サイコオンコロジー学会
・ 日本輸血学会
・ 日本赤ちゃん学会
・ 日本保育園保健協議会
・ 日本子ども学会
・ 日本学校保健学会
・ 日本保育学会
・ 日本医療保育学会
・ 日本チャイルド・ライフ研究会
草　野　篤　子（生活経営学・社会福祉学）
（著書）
1 . 『世代間交流―老いも若きも子どもも　第 13
号』　共編著　2013.3　文部科学省私立大学
戦略的研究基盤形成支援事業・白梅学園大
学・短期大学「世代間交流広場」・日本世代
間交流協会
2 . 『多様化社会をつむぐ世代間交流―次世代へ
の「いのち」の連鎖をつなぐ―』　　共編著 
2012.7　三学出版
（学術論文）
1 .  地域と大学の連携と世代間交流―ジェンダー
から見た交流の可能性―　共著 2012.3 白梅
学園大学・短期大学　紀要　第 48 号
2 .  中学生の高齢者イメージに与える高齢者ボラ
ンティア活動の影響―SD法による測定と横
断分析―　共著　2012.4　日本世代間交流学
会誌　第 2号
3 .  幼児教育・保育内容への世代間交流導入の意
義と方法　共著　2012.4　日本世代間交流学
会誌　第 2号
4 .  3.11 東日本大震災をめぐる被災校と海外と
の世代間交流プロジェクト―国境を超えて生
徒間のきずなを求めて―　共著　2012.4 
日本世代間交流学会誌　第 2号
5 .  非家族・非親族世代間交流モデルについての
検討―障がいのある子どもを持つ母親を支
援する人の存在とその機能―　共著　2012.4　
日本世代間交流学会誌　第 2号
6 .  バングラデシュにおける高齢期の世代間確執
―高齢者の視点から―　共著　2012.4 
日本世代間交流学会誌　第 2号
7 .  現代スペイン社会における世代間交流プログ
ラム　共著　2012.7　多様化社会をつむぐ世
代間交流―次世代への「いのち」の連鎖をつ
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なぐ―　三学出版
8 .  フィンランドにおける世代間交流　共著　
2012.7　多様化社会をつむぐ世代間交流―次
世代への「いのち」の連鎖をつなぐ―　三学
出版
9 .  学校における世代間交流―アメリカと日本の
事例から―　共著　2012.7　多様化社会をつ
むぐ世代間交流―次世代への「いのち」の連
鎖をつなぐ―　三学出版
10. 英国における世代間交流の実践　―ロンド
ン，マンチェスター，北アイルランドを中心
に―　共著　2012.10 白梅学園大学　教育・
福祉研究センター研究年報　第 17 号
11. 子育て広場特論」を通しての学生の学びと課
題　共著　2012.10 白梅学園大学　短期大学　
教育・福祉研究センター研究年報　第 17 号
（その他）
1 .  英国における世代間交流の実践―ロンドン
とマンチェスターを中心に―　共同 2012.5　
日本家政学会　第 64 回全国大会　大阪市立
大学
2 .  障がいについて中学生が学んだこと・気づい
たこと―子どもが育つための周辺環境の観点
からみた世代間交流―　共同 2012.5　日本
家政学会　第 64 回全国大会　大阪市立大学
3 .  スウェーデンの義務教育における世代間交
流とソーシャル・キャピタル　翻訳　2012.7　
多様化社会をつむぐ世代間交流―次世代への
「いのち」の連鎖をつなぐ―　三学出版
4 .  世代間交流と高齢者のアクティブ・エイジン
グ―世代間交流プログラムの貢献―　翻訳　
2012.7　多様化社会をつむぐ世代間交流―次
世代への「いのち」の連鎖をつなぐ―　三学
出版
5 .  世代間交流とは何か―世代をつなぎ地域を
再生する―　単独　2012.8　夏期世代間交流
コーディネーター養成講座　白梅学園大学
6 .  家族，地域と世代間交流―『世代間交流―老
いも若きも子供も』から見えること　共同 
2012.10　日本世代間交流学会　第 3回全国
大会　名古屋芸術大学
7 .  顔の見える地域ネットワークづくり―東京都
小平西地区の試みから―　共同 2012.10 
日本世代間交流学会　第 3回全国大会　名古
屋芸術大学
8 .  世代間交流とは―世代をつなぎ人の和をひろ
げる―　講演　2012.11　秋田県大仙市新し
い公共を実現する会　秋田県大曲エンパイヤ
ホテル
9 .  ワーカーズ・コープ・白梅学園大学共催 小
平市制 50 周年記念シンポジウム , フォーラ
ム分科会　コメンテーター　2012.2　白梅学
園大学
10. 小平市市民協働講座「地域で支え合いつなげ
るまちづくり」シンポジウム　コメンテー
ター　2012.3　白梅学園大学
＜学会・社会的活動＞
・ 日本世代間交流学会会長
・ 日本世代間交流協会会長
・ 国際世代間交流協会（International Consortium 
for Intergenerational Program）　運営委員
・ 国際世代間交流学術誌（Journal of  　
Intergenerational Relationships）編集委員
・ 日本世代間交流ネットワーク会長
・ 日本社会教育協会評議員
・ 国際家政学会（International Federation for 
Home Economics）
・ 日本家政学会
・ 日本社会福祉学会
・ 日本家族社会学会
・ 家族問題研究学会
・ 日本社会学会
・ 日本社会病理学会
・ 日本家庭科教育学会
・ 日本子ども家庭福祉学会
・ 日本保育学会
・ ジェネレーションズ・ユナイテッド
（Generations United）
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・ 国 際 加 齢 学 会（International Federation on 
Ageing）
関　谷　栄　子（看護学・介護福祉学）
（著書）
1 .  こころとからだのしくみ「難病」　共著 
平成 24 年 10 月　中央法規出版　介護職員
等実務者研修テキスト　第 4巻　182-183p
2 .  難病のある人の生活　共著　平成 25 年２月　
中央法規出版　新・介護福祉士養成講座 13
巻　障害の理解　第 3版　180-188p
（その他）
1 .  難病当事者参加による授業形式の効果　　　
単著　平成 24 年　白梅学園大学短期大学教
育福祉研究センター　研究年報No.17 
（報告）　63-68p
2 .  キャリア形成訪問指導事業　平成 24 年度　
「最後までの日々―終末期の介護を考える」
（① 10 月 12 日グル - プホームいずみ，②
10 月 22 日にんじんホーム，③ 11 月９日特
別養護老人ホーム風の樹，④ 11 月 18 日特
別養護老人ホーム・ケアセンター成瀬，⑤
12 月 17 日グループホーム・寿限無）「処遇
とコミュニケーション技術の改善」（12 月７
日老人保健施設・ゆうむ）
3 .  接遇・コミュニケーションスキルアップ研修　
平成 24 年 10 月 24 日，11 月 21 日　特別養
護老人ホーム・小川ホーム
4 .  ニチイケアセンター鷹の台運営推進会議メン
バー　平成 24 年度　年４回
＜学会・社会的活動＞
・ 日本公衆衛生学会
・ 日本老年医学会
・ 日本看護科学学会
・ 日本介護福祉学会
・ 日本社会福祉学会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 日本難病看護学会
・ 日本社会医学会　評議員
・ 東大和市地域福祉審議会委員
中　島　好　伸（アメリカ文学）
（学術論文）
1 .  ミザンスロープ・ヒューマニズム――『ガリ
ヴァー旅行記』とルネサンス・ヒューマニズ
ム　単著　平成 25 年３月  白梅学園大
学・短期大学紀要第 49 号　49 ～ 59 頁
＜学会・社会的活動＞
・ 新英米文学会
・ 日米文学会
・ 日本アメリカ文学会
・ Dreiser Society（アメリカ）
山　路　憲　夫（社会福祉学）
（学術論文）
1 . 「地域包括体制をどう構築するのか―――東
京都国立市と東村山市の取り組みから」(「介
護保険情報」2012 年５月号　社会保険研究
所 )　単著
2 . 「地域包括ケア体制をどう構築するのか――
―デンマークと日本の比較」( 白梅学園大学
短期大学研究年報ＮＯ 17　2012 年 10 月 )
単著
3 . 「Buurtzorg（ビュルツォグ）はなぜ急速に広
がったか―――オランダの地域包括ケアの新
たな担い手を考える」（2013 年３月 11 日号
社会保険研究所）　単著
＜学会・社会的活動＞
・ ［学会発表 ]　臨床倫理のクィックレスポンス　
2013 年３月 21 日　臨床倫理学会
・ 社会福祉法人「つむぎ」理事長 (2012 年 5 月～
現在に至る )
・ NPO 福祉フォーラムジャパン副会長 (09 年 5
月設立～現在に至る )
・ 在宅医療助成勇美財団専門委員 (10 年 1 月～現
在に至る )
・ 財団法人「国際看護師協会東京大会記念奨学基
金」理事 (07 年４月～現在に至る )
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・ 社会福祉法人やまびこ会監事
・ 特定非営利活動法人あかね会理事
・ 社会福祉法人日野市民たんぽぽの会評議員
・ 社会福祉法人ときわ会評議員
土　川　洋　子（介護福祉学）
（その他）
1 . 〔ポスター発表〕・保健医療福祉領域専門職の
教育過程の比較検討−教育課程の差の視覚化
の試み−　平成 24 年 10 月　第 5回 日本保
健医療福祉連携教育学会，神戸
（ORAL   P O S T E R）P r o b l e m s   i n 
Interprofessional Work Practice Highlighted 
by Comparative  Review  of  Professional 
Education  Curriculum　-  Based  on  a 
Visualized Matrix Analysis of Professional 
Education  -　2012.10 ALL TOGETHER 
BETTER HEALTH Ⅵ ,Kobe,Japan.
＜学会・社会的活動＞
・ [ 講師 ] 東京都キャリア形成訪問指導事業研修
精神障害の理解と対応　平成 24 年 10 月～平
成 25 年 2月　施設訪問研修
・ 日本病院・地域精神医学学会
・ 日本精神科看護技術協会
・ 日本介護福祉教育学会会員
・ 日本介護福祉士学会会員
・ 社会福祉法人東京緑新会障害者支援施設　多摩
療護園　オンブズパーソン（委員）
・ 社会福祉法人きょうされん　リサイクル洗びん
センター（就労継続支援B型事業所）　健康相
談
西　方　規　恵（介護福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ 日本介護福祉学会
・ 日本難病看護学会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 日本老年行動科学会
・ 東京都福祉サービス運営適正化委員会委員（苦
情処理担当）（2000 年 10 月から現在に至る）
・ 東京都小金井市社会福祉協議会ボランティアセ
ンター運営委員長 (2008 年 4 月～現在に至る )
・ 東京都小平市介護保険運営協議会会長 (2012 年
４月～現在に至る )
・ 東京都東村山市保健福祉協議会高齢者在宅計画
部会会長（03 年 10 月～現在に至る）
・ 東京都東村山市保健福祉協議会委員 (03 年 10
月～現在に至る )
・ 東京都国立市財政改革審議会副会長 (2012 年 4
月～現在に至る )
・ 東京都国立市介護保険運営協議会委員 (2006 年
10 月～現在に至る )
・ 東京都国立市在宅療養推進協議会座長 (2011 年
４月～現在に至る )
・ 北海道看護協会セカンドレベル研修「医療制
度」講師 (05 年 10 月～現在に至る )
・ 日本臨床倫理学会理事 (2013 年 3 月～ )
・ 日本記者クラブ会員
・ 日本労働ペンクラブ会員
杉　本　豊　和（社会福祉学）
（著書）
1 . 『精神障害者のある人と家族のための生活・
医療・福祉制度のすべてＱ＆Ａ』（共編著）　
萌文社　2012.9
（学術論文）
1 . 「大学へのソーシャルワーク導入の意義」（共
著）研究年報第 17 巻　白梅学園大学短期大
学教育福祉研究センター　2012.10
＜学会・社会的活動＞
・ 世田谷区地域保健福祉審議会世田谷区障害者施
策推進協議会委員
・ 府中市障害者計画推進協議会委員
・ 府中市障害認定審査会委員
・ 日本社会福祉学会
・ 日本精神障害者リハビリテーション学会
・ 社会福祉法人ひばり福祉会理事
研究員業績
165
森　山　千賀子（介護福祉学・地域ケア）
（著書）
1 .  介護の質 ｢2050 年問題｣ への挑戦−高齢化
率 40％時代を豊かに生きるために− 
編著　平成 24 年８月　クリエイツかもがわ
2 .  介護職員実務者研修テキスト第５巻　分担執
筆　平成 24 年 10 月　財団法人長寿社会開
発センター
3 .  介護職員初任者研修テキスト第３巻　分担執
筆　平成 25 年１月　財団法人長寿社会開発
センター
4 .  社会福祉士シリーズ第 12 巻　高齢者に対す
る支援と介護保険制度（第２版改訂）　分担
執筆　平成 25 年２月　弘文堂
（学術論文）
1 .  イギリスとフィンランドの介護者支援策−日
本が学べる点を検討する　単著　平成 24 年
10 月　白梅学園大学 白梅学園短期大学 教
育・福祉研究センター「研究年報」第 17 号　
P.4-14
（その他）
1 .  [ 調査研究・報告書 ]・認知症高齢者介護と情
報技術２ 分担執筆　平成 25 年３月　発行：
国立大学法人　北陸先端科学技術大学院大学
「社会福祉と情報技術」研究会
2 .  [ 調査研究・報告書 ]・多様な介護者を地域で
支援するツールの検証および人材育成プログ
ラムの開発等モデル実践に関する調査研究事
業報告書　平成 25 年３月　編集・発行：一
般社団法人日本ケアラー連盟
3 .  介護職の養成体系はどうかわるの？　単著　
平成 24 年 12 月　月刊 ゆたかなくらし　第
367 号　編集：全国老人福祉問題研究会　発
行：本の泉社 p.58-59
4.  顔の見える地域ネットワークづくり−動きだ
した小平西地区の試み　単著　平成 25 年３
月　地域と教育−小平から教育を考える−第
25 号　P.16-20
＜学会・社会活動＞
・ [ 学会発表 ]・高齢期における高齢者の日常生活
に関する意識の日韓比較  平成 24 年９月 23 日　
日本介護福祉学会第20回大会（京都女子大学）
・ [ 学会発表 ]・顔の見える地域ネットワークづく
り−東京都小平市西地区の試みから−　平成
24 年 10 月６日 日本世代間交流学会第３回全
国大会（名古屋芸術大学　東キャンパス）
・ [ 学会発表 ]・家庭訪問型子育て支援者に求めら
れる支援スキルとは−ハンドブック作成の取組
みから−　平成 24 年 12 月８日  日本子ども
虐待防止学会 第 18 回学術集会　高知りょうま
大会（高知県立大学 池キャンパス）
・ [ 講師 ]・介護学習会「利用者により添った介護
とは」平成 24 年８月 10 日　主催：東京地表
ヘルパー労組連絡会（会場：東京労働会館５階
会議室）
・ [ 講師 ]・東京都キャリア形成訪問指導事業（21
福保生地第 1640 号）平成 24 年９～ 12 月　都
内 4箇所の事業所訪問
・ [ 講師 ]・介護職員実務者研修教員講習会　平成
24 年 10 月～平成 25 年１月　主催：東京都産
業労働局雇用就業部　訓練技術指導係（会場：
都庁第一本庁舎北側 33 階）
・ [ 講師 ]・女と男の参画講座「かぞくのためにう
ごく・ふみだす」平成 25 年１月 13 日　企画・
運営：小平市男女共同参画推進実行委員会（会
場：小平市中央公民館講座室２）
・ [ 講師 ]・NPO 第２こだま 2012 年度振り返り
のための学習講演会「介護の質向上を問う　平
成 25 年３月 23 日　主催：NPO法人第２こだ
ま（会場：やまびこホール）
・ 日本社会福祉学会
・ 日本社会福祉士会
・ 日本介護福祉学会
・ 日本介護福祉士会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 日本世代間交流学会
・ 日本子ども虐待防止学会
・ 社会福祉法人サンフレンズ評議員
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・ 日本社会福祉士会会員
・ 一般社団法人地域ケア総合評価機構代表理事
・ NPO法人第 2こだま 小規模多機能型居宅介護
やまびこ運営推進会議委員
牧　野　晶　哲（社会福祉学）
（著書）
1 . 「新スクールソーシャルワーク論　−子ど
もを中心にすえた理論と実践−」　共編著　
2012.9　学苑社
（学術論文）
1 . 「大学へのソーシャルワーク導入の意義」　共
著　2012.10　白梅学園大学短期大学教育・
福祉研究センター研究年報　No.17　p122-
124
（その他）
1 . ［講演］白梅家族・地域支援セミナー「子ど
もに寄り添うスクールソーシャルワーカー」
対談コーディネーター　2012.7
2 . ［講演］白梅学園大学発達・教育相談室「保
育者・教師・支援者のための連続講座　−
家庭と幼保小をつなぐソーシャルワーク−」　
2012.11
3 . ［講演］NPO法人自立支援生活センターＫ２　
職員研修会「当事者を主体とした支援の在り
方について」　2012.12
4. ［講演］白梅子ども学講座「『いじめ』の深層
を考える　−いじめにどう対応するのか−」
対談コーディネーター　2013.2
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ NPO法人日本スクールソーシャルワーク協会　
正会員
・ 社団法人日本社会福祉士会　正会員
・ 日本学校ソーシャルワーク学会　会員
・社団法人東京社会福祉士会スクールソーシャル
ワーク委員会　副委員長
・ NPO法人日本スクールソーシャルワーク協会　
理事
・ 杉並中３勉強会＆高校アドバンス　代表責任者
・ NPO法人自立生活センターＫ２　第三者委員
及び人権擁護委員
久　田　はづき（社会福祉学・介護福祉学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会
・ 日本介護福祉会
・ 日本介護福祉教育学会
・ 社会福祉法人常成福祉会　第三者委員
短大　保育科
瀧　口　　　優（英語教育学・英米文学）
（著書）
1 .  リーディングノートを活用して映画を読み取
る　単著　平成 24 年５月　映画英語デザイ
ン集（スクリーンプレイ）
2 .  小学校の英語教育−ベトナムと日本の経験比
較−　共著　平成 24 年８月　三友社出版
3 .  障害百科事典 翻訳共著 平成 25 年１月 
丸善出版
（学術論文）
1 .  子育て広場特論を通しての学生の学びと課
題　共著　平成 24 年 10 月　白梅学園大学・
短期大学　教育・福祉研究センター研究年報
17
2 .  小学校英語活動の昨日・今日・明日　単著 
平成 24 年９月　新英語教育 517
（その他）
1 .  本格実施 1 年を終えて−新たなスタート 
単著　平成 24 年４月　新英語教育 512
2 .  東日本大震災に寄せて　単著　平成 24 年４
月　新英語教育 512
3 .  子どもの英語力を育てたいお母さんのための
本  単著　平成 24 年５月　英語教育（大修
館書店）
4 .  ベトナムの小学校英語教育−講演会から 
単著 平成 24 年６月　新英語教育 514
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5 .  小学校における「外国語（英語）教科化への
疑問と提言　単著　平成 24 年６月　日本児
童英語教育学会第 33 回全国大会資料集
6 .  第 10 分科会　入門期の英語指導をどうすす
めるか　単著　平成 24 年７月　新英語教育
研究会第 49 回大会要綱
7 .  第 10 分科会　入門期の英語指導をどうすす
めるか　単著　平成 24 年８月　新英語教育
516
8 .  子育て支援ネットワークに関する研究−行
政，市民，大学との三者協働（１）　共著 
平成 24 年 10 月　白梅学園大学・短期大学　
教育・福祉研究センター研究年報 17
9 .  日本外国語教育改善協議会意見書を提出 
単著　平成24年９月　新英語教育517
10. 「ジャンル別イメージ単語」で豊かな自己表現
を　単著　平成24年11月　新英語教育519
11.  入門期の英語教育をどうすすめるか 
単著　平成 24 年 12 月　新英語教育 520
12. 「保育士養成研究」第 30 号英文要旨校閲 
共著　平成 25 年１月　社団法人全国保育士
養成協議会
13.  旭丘高校全学教育研究集会共同研究者　単著 
平成 25 年１月　新名学園旭丘高校
14.  白梅学園大学の取り組み　単著　平成 25 年
３月　教育支援人材認証協会ＪＡＣＴＥＳ記
事
15.  [ 講演・報告等 ]　小・中・高を通した英語教
育のあり方　単著　平成 24 年５月　新英語
教育研究会九州ブロック学習会
16.  [ 講演・報告等 ] 小中全体を見通した外国語
教育の改善と充実　単著　平成 24 年７月 
平成 24 年度八戸市総合教育センター「英語
科・外国語活動授業力アップ研修講座」
17.  [ 講演・報告等 ] 小学校英語活動への対応と
今後のあり方 単著　平成 24 年８月　2012
年度白梅学園大学小学校教員免許更新講習会
18.  [ 講演・報告等 ]「まちづくり・仕事おこし・
社会づくり」を協同の力で ! ！　共著　平成
24 年 10 月　ＮＰＯ法人ワーカーズコープ
19.  [ 講演・報告等 ] 小平西地区地域ネットワー
クづくりと大学の役割　単著　平成 25 年 2
月　小平市及びワーカーズコープ
20.  [ 講演・報告等 ] 小平西地区地域ネットワー
クとは　単著 平成 25年３月　小平市市民協
働講座３
＜学会・社会的活動＞
・ 新英語教育研究会　会長
・ 教育科学研究会　常任委員
・ 日本外国語教育改善協議会世話人
・ 語学教育研究所会員
・ 映画英語教育学会会員
・ 日本イギリス児童文学会
・ 新英米文学会会員
・ 日本平和学会会員
・ 民主教育研究所研究員
・ 平和の文化をきずく会　事務局長
・ 特定非営利活動法人Ｃ．Ｐ．Ｉ教育文化交流推
進委員会評議員
・ 世界幼児教育機構（ＯＭＥＰ）会員
・ 日本保育学会会員
・ 日本ユネスコ協会連盟会員
・ 関係性の教育学会会員
・ 日本児童英語教育学会会員（ＪＡＳＴＥＣ）
・ 日本教育学会会員
・ 総合人間学会会員
・ 日本世代間交流学会会員
中　山　正　雄（社会福祉学）
（著書）
1 . 「実践から学ぶ社会的養護内容」改訂版　
2013 年 3 月　編著　保育出版社
2 . 「保育の現場を知る施設実習」改訂版　　
2013 年 3 月　編著　北大路書房
3. 「保育・教育実習テキスト」改訂第 2 版　
2012 年 11 月　編著　診断と治療社
4 . 「社会的養護」執筆『保育士完全合格テキスト』　
2012 年 12 月　翔泳社
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（学術論文）
1 . 「頻発する子ども虐待問題と防止システムの
課題」『子ども白書 2012』2012 年 8 月
草土文化社
2 . 「働きをとおして自己肯定感が高まっていく
職場運営の大切さ」『子どもと福祉 Vol.5』
2012 年 7 月　明石書店
3 . 「児童養護施設の未来を左右する東京の養護
施設」『児童福祉研究 No.25』　2012 年　東
京都社会福祉協議会　児童部会
（その他）
1 .  中国ブロック児童養護施設協議会研究大会講
師　2012 年 6 月 14 日
2 .  児童養護施設朝陽学園運営向上研修講師　
2012 年 7 月，9月，10 月
3 .  愛恵会乳児院運営向上研修講師　2012 年 7
月 20 日～ 23 日
4 .  慶福育児会麻布乳児院運営向上研修 ( 権利擁
護 ) 講師 2012 年月 28 日
5 .  児童養護施設武蔵野児童学園運営向上研修講
師　2012 年 10 月 1日
6 .  児童養護施設錦華学院運営向上研修講師　
2012 年 10 月，11 月，12 月，2013 年 1 月，
3月
7 .  東京都里親支援機構　里子の自立支援講師　
2012 年 12 月
8 .  二葉乳児院　里親支援員養成研修講師　
2013 年 1 月 25 日
9 .  児童養護施設クリスマス・ヴィレッジ運営向
上研修講師　2013 年 2 月 20 日
10. 児童養護施設クリスマス・ヴィレッジ新人職
員研修講師　2013 年 3 月 25 日
11. 児童養護施設若草寮運営向上研修講師　
2013 年 2 月 25 日，26 日
＜学会・社会的活動＞
・ 日本社会福祉学会会員
・ 子ども家庭福祉学会会員
・ 全国子ども虐待防止学会会員
・ 日本児童養護実践学会　副会長
・ 知的障害者支援施設，知的障害児入所施設　友
愛学園　苦情解決第三者委員
・ 児童養護施設　二葉むさしが丘学園　苦情解決
第三者委員
・ 愛恵会乳児院スーパーバイザー
・ 乳児院（東京都内 2 施設） 運営改善委員会委員
長
・ 社会福祉法人　わらしこの会　理事長
花　原　幹　夫（造形教育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 絵本学会
吉　川　研　二（生態学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本生態学会
・ 個体群生態学会
・ 日本土壌動物学会
・ 日本動物行動学会
・ 沖縄生物学会
・ 日本昆虫学会
・ 日本環境教育学会
・ 群馬野外生物学会
・ 日本生物地理学会
・ 日本昆虫分類学会
若　松　美恵子（体育学）
＜学会・社会的活動＞
・ 日本体育学会
・ 舞踊学会
・ 日本保育学会
・ 日本発育発達学会
・ 東京都女子体育連盟副会長，幼児部会会長
・ 日本女子体育連盟特別会員
・ 全国表現運動・ダンス授業研究会
小　松　　　歩（発達心理学）
＜学会・社会的活動＞
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・ 日本特殊教育学会
・ 日本教育心理学会
・ 日本発達障害学会
・ 日本 LD（学習障害）学会
・ 日本保育学会
・ 特別なニーズ教育とインテグレーション
（SNE）学会
・ 日本発達心理学会
・ 赤ちゃん学会
・ 立川市委嘱「夢育て・たちかわ　子ども 21 プ
ラン　第 2期推進委員会委員長」
長　井　覚　子（音楽教育学）
（学術論文）
1 .  表現の育ちにおいて型や技術を学ぶことの意
義　共著　平成 24 年９月　スペース新社保
育研究室『保育の実践と研究』第 17 巻第 2
号
（その他）
1 . ［学会発表］・子どもの表現と日本の伝統音楽
①―長唄を題材とした実践の報告―　共著　
平成 24 年５月　『日本保育学会第 65 回大会
発表論文集』
2 . ［学会発表］・子どもの表現と日本の伝統音楽
②―模倣による学習に関する考察―　共著　
平成 24 年５月　『日本保育学会第 65 回大会
発表論文集』
3 . ［学会発表］・表現の育ちにおいて型や技術を
学ぶことの意義　共著　平成24年５月　『日
本保育学会第 65 回大会発表論文集』
4 . ［学会発表］・二項対立的な分析視点をいかに
越えるか？―昭和初期における「保育者」と
「音楽（教育）の専門家」の言説分析を通
して―  単著　平成 24年６月　第３回
音楽教育の研究方法を学ぶ会口頭発表 
http://kandasemi.blogspot.jp/
5 . ［学会発表］・子どもの表現と日本の伝統音楽
③―模倣場面における拍の捉え方に着目して
―　共著　平成 24 年 10 月　『日本音楽教育
学会第 43 回大会プログラム』
6 . ［ワークショップ］・園内研修「からだで感じ
る音遊び」講師　共著　平成 24 年 6・7・9・
10 月　足立区立いりや第二保育園
7 . ［ワークショップ］・幼児を対象とした表現活
動のワークショップ・リーダー　共著 
平成 24 年 10 月　足立区立元宿こども園
8 . ［ワークショップ］・幼児を対象とした表現活
動のワークショップ・リーダー　共著 
平成 24 年 10 月　足立区立おおやたこども
園
9 . ［ワークショップ］・幼児を対象とした表現活
動のワークショップ・リーダー　共著 
平成 25 年１月　足立区立いりや第一保育園
＜学会・社会的活動＞
・ 日本音楽教育学会　広報委員会
・ 音楽教育史学会
・ 東洋音楽学会　参事
・ 日本保育学会
・ 幼児教育史学会
・ 日本乳幼児教育学会
源　　　証　香（保育学）
（著書）
1 .  福祉教科書　保育士完全合格テキスト　
2013 年版　汐見稔幸監修　翔泳社（共著）「保
育原理」「保育実習理論」
2 .  福祉教科書　保育士出る！出る！一問一答　
翔泳社（共著）「保育原理」「保育実習理論」
（その他）
1 .  真宗保育学会第 19 回大会シンポジウム「今
を生きる子どものしあわせを考える」シンポ
ジスト
2 .  日本保育学会第 65 回大会自主シンポジウム
｢実践をつなぐ保育内容の創造をめざす−保
育を研究対象とする意味と責任を考える−｣
話題提供者
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
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・ 法と教育学会
・ 赤ちゃん学会
・ 子どもの人権研究会　事務局
・ 宮原慈光保育園　園内研修講師
・ 藤富保育園　園内研修講師
・ 御船昭和保育園　園内研修講師
酒　本　知　美（社会福祉学）
（著書）
1 .  酒本 知美「日本の精神保健福祉施策と自立」
p.p135-149　庄司 洋子，河東田 博，河野 哲
也，菅沼 隆 編『自立と福祉―制度・臨床へ
の学際的アプローチ』現代書館　2013
（学術論文）
1 .  酒本 知美「被保護精神障害者支援の現代と
福祉事務所の役割・機能」p.p27-35　立教大
学社会福祉研究所「立教社会福祉研究　第
33 号」2013 年 3 月
（その他）
1 .  [ 報告書 ] 田中 総一郎，百瀬 優，酒本 知美「被
保護精神障害者への自立支援プログラムアン
ケート調査」p.p.13-30　立教大学社会福祉
研究所『被保護精神障害者への自立支援プロ
グラム調査結果』
2 .  酒本 知美「精神障害者退院促進事業の事例
からみる現状と課題」p.p.31-45　立教大学
社会福祉研究所『被保護精神障害者への自立
支援プログラム調査結果』
＜学会・社会的活動＞
・ 社会福祉学会
・ 地域福祉学会
・ 全国障害者生活支援研究会
・ 立教大学社会福祉研究所研究員
・ やどかり研究所研究員
主　藤　久　枝（社会福祉学）
（著書）
1 . 『多様化社会をつむぐ世代間交流−次世代へ
の「いのち」の連鎖をつなぐ』「生涯発達の
視点から―かつての生活様式を用いた労働的
遊びにおける高齢者と子どもの相互交流」 
三学出版　2012/7
（その他）
1 . 「幼児教育・保育内容への世代間交流導入の
意義と方法」（共著）日本世代間交流学会　
学会誌（第二号）寄書　2012/2
2 . 「地域高齢者との連携による保育力アップ」　
会報ぜんほきょう 7月号　2012/7 
全国福祉協議会 
＜学会・社会的活動＞
・ 日本世代間交流協会
・ 日本家政学会
・ 日本保育学会
・ 日本世代間交流学会
・ OMEP日本委員会
・ 日本発達心理学科会
吉　田　久　実（児童学）
（その他）
1 .  [ 口頭発表 ] 絵本から始まる劇的活動につい
ての一考察　平成 24 年６月  絵本学会
＜学会・社会的活動＞
・ 日本保育学会
・ 教育心理学会
・ 絵本学会
・ 子どもと保育総合研究所
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